
滋賀県立総合病院

てんかんセンター

Epileptic Center in SHIGA

For Infants, Children, Adolescences, Adults, and Elderly

こどもから大人まで
全てのてんかん患者へ

質の高い包括的診療の提供を目指して

資料５



てんかんセンター
理念について

てんかんの患者の皆さんが安心し、健やかな日常を過ごせるように 
当センターでは多診療科、多職種で構成された包括的てんかん診療体制をとり、
こどもから大人まで、切れ目のない専門性の高いてんかん診療を行えるよう
努力いたします

・てんかん外科治療は当センターでは行うことはできませんが、京都大学医学部附属病院との
連携により、積極的な外科的治療を進めていきます

・抗てんかん発作薬だけでなく、ステロイドなどの免疫療法やケトン食などの食事療法など
経験豊富なスタッフが対応いたします

・てんかん診療ガイドラインに準じた抗てんかん発作薬治療を進めていくとともに
投薬の調整や整理なども行っていきます

・てんかんに関する学校や就労、日常生活などでの困りごとにも対応いたします



てんかんセンター
スタッフ

センター長

副センター長

高木 陽子

加藤 竹雄

長谷川 浩史 北条 雅人

看護師

東 美香

てんかん診療支援コーディネーター
小児科医師代表

脳神経内科医師代表 脳神経外科医師代表

てんかん専門医、指導医、評議員

看護師代表 てんかん診療支援コーディネーター

小児科

脳神経内科

脳神経外科

精神科

精神科リエゾンチーム、脳波検査技師、ソーシャルワーカー、 薬剤師、 神経心理士

柴田 実、森 篤史、江藤 翔平

安藤 功一、日野 嵩仁、加藤 直子

織田 雅、安藤 充重、田村 優樹

大沢 恭子 精神科医師代表

てんかん診療支援コーディネーター

てんかん外来担当医



てんかん症例検討会

てんかんセンター

てんかん外来

てんかんセンター

小児神経内科、脳神経内科、脳神経外科、精神科の医師

てんかん診療支援コーディネーターなど多職種を交えた検討会

医療機関
クリニック

紹介状

診断・治療方針の検討準備
- 発作症状の確認、検査データ収集 -

当院での診療継続を
希望する場合

主治医での診療継続を
希望する場合

適切な診療科での診療継続主治医のもとでの定期診療

後紹介

てんかん診療
の窓口

外来診療の流れについて

・セカンドオピニオンとしてのご相談にも対応しております

・定期的な脳波検査のみのご依頼も承っております

・診療窓口を１つにすることで移行期の患者紹介も円滑に行えます

てんかんセンターが窓口となり、こどもから大人まで切れ目のないてんかん診療を提供します

てんかんセンター
診療について



思春期・成人 てんかん外来毎週金曜日 午前 本館1階 Jブロック

外来診療

対象：高校生以上の方（当センター受診時）

乳幼児・小児 てんかん外来毎週金曜日 午後 こども棟 小児科診察室 8

対象：中学生までの方（当センター受診時）

・外来診療は原則として完全予約制としております

・患者紹介の際には、滋賀県立総合病院 HP（患者さんのご紹介について）をご参照ください

診察・検査申込書に紹介科を「てんかんセンター」か、目的に「てんかん精査加療など」をご記入し、
FAXで前方連携まで送信ください（FAX: 077-582-9712）

・病状が急を要する場合には可能な限り速やかに対応いたします

てんかんセンター
診療について

お問い合わせ先（代表） 電話 : 077-582-5031



てんかん診療において、その診断で有益な検査です
これまで当院では年間 約 100 症例以上の検査実績があります

神経画像検査 頭部 CT 検査、頭部 MRI 検査（1.5T, 3.0T）、SPECT、FDG-PET

薬物血中濃度 現在使用している抗てんかん発作薬について概ね検査可能です

脳波検査 本館、こども棟のそれぞれの外来で行えます

ビデオ発作時脳波モニタリング検査

神経心理検査

遺伝子検査 京都大学などとの連携により必要に応じて行っています

新版K式発達検査、WISC IV、MMSE、前頭葉機能検査（FAB）、
Trail Making Test、等

検査 当院で施行可能な検査

てんかんセンター
診療について
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